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あ
っ
と
い
う
間
に
葉
桜

の
季
節
に
。
春
と
い
う

よ
り
は
初
夏
の
気
温
、

風
は
ま
だ
冷
た
い
も
の

の
時
の
め
ぐ
り
は
素
早

い
。
ハ
ナ
ミ
ズ
キ
は
黄

緑
の
花
を
い
っ
ぱ
い
に

ま
と
っ
て
元
気
い
っ
ぱ

い
。
わ
か
葉
も
天
を
さ

し
て
意
気
さ
か
ん
▼
町

角
リ
レ
ー
ト
ー
ク
。
新

学
期
の
高
校
生
に
シ
ー
ル
ア
ン
ケ
ー
ト
。

丸
亀
革
新
懇
が
工
夫
し
た
大
判
の
板
を

使
っ
て
聞
く
と
、
ま
ず
「
校
則
で
納
得

の
い
か
な
い
も
の
は
」
。
「
あ
る
あ
る
」
。

「
髪
型
の
自
由
」
と
声
が
上
が
る
▼

｢

進
学
時
の
学
費
の
不
安
は｣

に
は
全
員

が｢

心
配｣

と
い
う
。
教
育
に
お
金
を
か

け
な
い
政
府
に
は
「
ノ
ー
」
だ
。
税
金

の
使
い
道
は
「
教
育
・
福
祉
に
重
点
を

置
け
」
が
民
の
声
だ
。
最
後
の
質
問
は

｢

カ
レ
ー
ラ
イ
ス
と
オ
ム
ラ
イ
ス
は
ど

ち
ら
が
好
き
で
す
か｣

。
み
ご
と
に
半
々

の
選
択
で
し
た
▼
日
本
国
政
府
の
岸
田

首
相
は
ア
メ
リ
カ
・
バ
イ
デ
ン
大
統
領

と
会
談
、｢

自
衛
隊
が
対
中
国
軍
事
戦

略
を
進
め
る
米
軍
の
指
揮
下
に
事
実
上

組
み
込
ま
れ
る
」
る
こ
と
に
。
さ
ら
に

武
器
輸
出
に
も
手
を
染
め
、
際
限
な
い

軍
拡
・
戦
争
準
備
の
道
を
歩
み
始
め
た

▼
支
持
率
１
６
・
６
％
、
最
低
の
政
府

に
サ
ヨ
ナ
ラ
し
て
「
平
和
を
つ
く
る
政

府
」
を
つ
く
ろ
う
。｢

外
交
に
よ
っ
て

平
和
を
つ
く
り
出
す｣

仕
事
を
す
る
政

府
だ
。
そ
こ
に
希
望
が
生
ま
れ
る
。

香
川
県
消
費
税
廃
止
各
界

連
絡
会
は
１
日
、
田
町
マ
ル

ナ
カ
前
で
「
政
治
家
の
裏
金

許
す
な
！
減
税
す
る
な
ら
消

費
税
！
イ
ン
ボ
イ
ス
は
廃
止
！
」

の
テ
ー
マ
で
署
名
と
宣
伝
行

動
を
行
い
ま
し
た
。

参
加
者
は
、
消
費
税
導
入

か
ら
35
年
の
節
目
で
、
３
％

か
ら
10
％
ま
で
引
き
上
げ
ら

れ
、
そ
の
た
び
に
景
気
は
落

ち
込
み
、
暮
ら
し
や
商
売
、

地
域
経
済
悪
化
し
た
と
し
て

「
消
費
税
導
入
以
降
、
消
費

税
収
は
累
計
４
４
７
兆

円
に
な
っ
た
一
方
で
、

所
得
税
、
法
人
税
の
減

収
額
は
累
計
６
１
３
兆

円
に
な
る
。
消
費
税
は
、

所
得
税
、
法
人
税
の
減

収
の
穴
埋
め
で
、
富
裕

層
、
大
企
業
を
優
遇
す

る
税
制
は
大
問
題
だ
」

と
指
摘
し
ま
し
た
。

ま
た
、
「
政
府
は
大

軍
拡
と
大
増
税
の
二
つ

を
進
め
て
い
る
が
、
い

ま
こ
そ
対
話
に
よ
る
外

交
努
力
が
必
要
だ
。
物

価
高
騰
に
よ
っ
て
苦
し
む
国

民
や
中
小
業
者
を
支
え
る
た

め
に
も
、
能
力
に
応
じ
た
税

金
の
負
担
と
い
う
応
能
負
担

の
原
則
に
基
づ
き
、
大
企
業
、

富
裕
層
に
応
分
の
負
担
を
求

め
消
費
税
減
税
や
、
廃
止
へ

の
道
筋
を
切
り
開
こ
う
」
と

述
べ
ま
し
た
。

香
川
革
新
懇
は
４
日
、
高

松
市
で
乾
友
行
全
国
革
新
懇

常
任
世
話
人
を
招
い
て
自
民

党
政
治
を
い
か
に
し
て
終
わ

ら
せ
る
か
を
テ
ー
マ
に
学
習

講
演
会
を
開

き
ま
し
た
。

乾
氏
は
、

世
論
調
査
で

10
年
ぶ
り
の
、

政
党
と
内
閣

支
持
率
の
低

迷
と
、
自
民

党
政
治
そ
の

も
の
の
行
き

づ
ま
り
を
指

摘
。
「
自
民

党
は
、
自
身

が
失
政
と
認

め
る
『
失
わ

れ
た
３
０
年
』

の
中
で
、
賃

金
は
上
が
ら

ず
、
国
際
競

争
力
も
低
下

す
る
な
ど
経

済
は
落
ち
込

ん
だ
。

経
済
秘

密
保
護

法
案
、

戦
闘
機

武
器
の

輸
出
、

自
衛
隊

基
地
の
地
下
化
な
ど
、
軍
事
、

経
済
、
研
究
開
発
な
ど
あ
ら

ゆ
る
分
野
で
戦
争
す
る
国
づ

く
り
を
進
め
て
い
る
」
と
の

べ
ま
し
た
。

東
京
都
知
事
選
挙
な
ど

「
市
民
と
野
党
の
共
闘
」
の

全
国
各
地
の
連
帯
の
行
動
を

紹
介
し
、
「
要
求
実
現
を
根

本
的
に
保
障
す
る
の
は
政
権

交
代
で
、
そ
の
土
台
と
な
る

市
民
、
国
民
の
統
一
戦
線
の

運
動
の
推
進
力
と
な
る
の
が

革
新
懇
の
役
割
。
総
選
挙
に

向
け
、
平
和
、
民
主
主
義
、

暮
ら
し
の
向
上
な
ど
の
『
３

つ
の
共
同
目
標
』
を
掲
げ
、

共
闘
の
再
構
築
と
発
展
が
重

要
だ
」
と
訴
え
ま
し
た
。

消
費
税
導
入
か
ら
35
年

減
税･

廃
止
を
必
ず
！

自民党政治をいかにして終
わらせるか 香川革新懇が講演会

【
３
面
か
ら
】

運
営
に
取

り
組
ん
で
、
文
化
・
芸
術
は

人
間
が
生
き
る
糧
で
あ
る
と

い
う
こ
と
を
再
認
識
し
な
が

ら
、
こ
の
分
野
で
の
日
本
社

会
の
意
識
の
低
さ
も
実
感
し

ま
し
た
。

北
劇
代
表
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

し
、
作
品
に
向
き
合
う
ス
タ

ン
ス
を
伺
い
ま
し
た
。
「
製

作
に
あ
た
っ
て
先
ず
は
時
代

背
景
が
あ
り
、
大
衆
や
労
働

者
の
立
場
で
創
作
す
る
こ
と

で
、
よ
り
良
い
社
会
に
し
た

い
と
い
う
思
い
が
あ
る
。
過

ち
を
無
か
っ
た
事
に
さ
せ
な

い
た
め
に
も
全
国
の
仲
間
と

一
緒
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
」

と
力
強
く
語
っ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

民
青
同
盟
、
香
川
県
委
員

会
委
員
長
の
藤
沢
直
人
で
す
。

民
青
同
盟
は
日
本
共
産
党
が

活
動
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
で
、

要
求
実
現
の
た
め
に
仲
間
と

と
も
に
学
び
行
動
す
る
青
年

団
体
で
す
。

香
川
で
も
３
年
ほ
ど
、
学

生
対
象
の
食
料
支
援
活
動
に

取
り
組
み
ま
し
た
。

昨
年
の
10
月
か
ら
は
駅
頭

で
シ
ー
ル
投
票
を
行
い
、
日

曜
日
、
月
曜
日
に
若
者
の
声

を
聞
い
て
い
ま
す
。
直
近
で

は
香
川
大
学
の
新
入
生
歓
迎

会
で
７
日
間
、
加
盟
を
呼
び

か
け
ま
し
た
。

若
者
の
反
応
は
「
フ
ラ
ン

ス
や
ド
イ
ツ
と
日
本
の
学
費

の
差
に
驚
い
た
」
と
い
う
声

や
、
「
軍
事
費
拡
大
や
集
団

的
自
衛
権
に
つ
い
て
初
め
て

知
っ
た
」
な
ど
様
々
で
す
。

民
青
の

課
題
と
し

て
は
、
様
々

な
活
動
で

党
や
支
部

と
協
力
関

係
を
う
ま

く
築
い
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

民
青
の
対
象
者
が
い
る
集

い
な
ど
で
党
支
部
の
活
動
に

連
携
し
て
い
き
た
い
で
す
し

逆
に
、
日
、
月
の
駅
頭
の
シ
ー

ル
投
票
な
ど
で
は
、
孤
軍
奮

闘
す
る
と
き
も
あ
る
の
で
、

ほ
っ
と
ま
ん
ぷ
く
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
よ
う
に
党
支
部
の
方

の
支
援
や
援
助
が
あ
れ
ば
、

活
動
の
幅
が
広
が
る
と
思
い

ま
す
。
「
若
者
と
の
つ
な
が

り
が
な
い
」
と
お
悩
み
な
ら
、

ぜ
ひ
民
青
の
活
動
に
ご
助
力

く
だ
さ
い
。
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専
念
寺
の
境
内
に
あ
る
一
茶
の
句

碑
は
、
寺
に
保
存
さ
れ
て
い
る
直
筆

の
句
を
拡
大
模
写
し
た
も
の
だ
。
石

碑
の
裏
面
に
は
、
次
の
よ
う
な
字
句

が
刻
ま
れ
て
い
る
。

当
寺
ハ
寛
政
年
間
俳
人
一
茶
ノ

長
期
滞
在
セ
シ
所
ナ
リ

今
其
ノ
自
筆
ノ
一
句
ヲ
模
写
拡

大
シ
テ
碑
ニ
刻
シ
以
テ
往
時
ヲ

追
懐
ス

一
茶
が
観
音
寺
市
の
海
岸
（
有
明

浜
）
で
詠
ん
だ
句
も
残
さ
れ
て
い
る
。

「
浦
輪
を
逍
遥
し
て
」
と
前
書
き
が

う

ら

わ

あ
る
。

天
に
雲
雀

人
間
海
に

ひ

ば

り

あ
そ
ぶ
日
ぞ

現
代
語
に
訳
す
と
、
「
空
に
は
雲

雀
が
さ
え
ず
り
、
海
辺
で
人
が
遊
ん

で
い
る
。
潮
干
狩
り
を
し
て
い
る
の

だ
ろ
う
。
何
と
の
ど
か
な
春
の
一
日

だ
ろ
う
か
」
。
「
人
間
」
と
い
う
現

代
語
使
用
に
驚
か
さ
れ
る
。

一
茶
は
寛
政
四
年
か
ら
九
年
に
か

け
て
西
国
を
大
旅
行
し
、
俳
諧
修
行

に
は
げ
ん
だ
。
寛
政
九
年
に
も
讃
岐

を
訪
れ
て
、
高
松
や
小
豆
島
へ
足
を

延
し
て
い
る
（
『
香
川
県
史
』
第
三

巻
七
二
八
頁
）
。
次
の
句
は
高
松
の

屋
島
で
詠
ん
だ
も
の
で
あ
る
。

四
十
雀

左
右
へ
分
る
ゝ

が

ら

さ

う

八
島
哉
（
八
島
と
は
屋
島
の
こ
と
）

名
月
や

与
一
が
的
も

よ

い

ち

ま

と

か
ゝ
る
夜
は

（
与
一
と
は
那
須
与
一
宗
高
の
こ
と
）

平
家
蟹

昔
は
こ
ゝ
で

が

に

月
見
舟

（
平
家
蟹
と
は
平
氏
の
兵
士
た
ち
を
指
す
）

一
茶
は
、
専
念
寺
に
三
回
滞
在
し

こ
こ
か
ら
九
州
や
伊
予
に
出
か
け
た

の
で
あ
る
。
寛
政
四
年
か
ら
七
年
に

か
け
て
一
茶
が
専
念
寺
を
特
に
利
用

し
た
の
は
、
師
匠
の
二
六
庵
竹
阿
も

観
音
寺
に
滞
在
し
た
こ
と
が
あ
る
こ

と
、
専
念
寺
の
住
職
・
五
梅
法
師
が

同
門
の
俳
人
で
あ
っ
た
こ
と
、
観
音

寺
は｢

俳
諧
の
祖｣

と
呼
ば
れ
る
山
崎

宗
鑑
の
終
焉
の
地
で
あ
っ
た
事
、
な

ど
の
理
由
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

金
毘
羅
さ
ん
に
も
一
茶
の
句
碑
が

あ
る
。
一
九
六
三
年
四
月
に
建
立
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
。

お
ん
ひ
ら

く
蝶
も
金

毘
羅

参
哉

ま

い

り

か

な

句
碑
は
表
参
道
か
ら
宝
物
館
に
入

る
角
に
あ
る
。
一
七
九
四
（
寛
政
六
）

年
四
月
十
二
日
に
詠
ん
だ
句
で
あ
る
。

芭
蕉
の
句
を
正
調
と
す
れ
ば
、
一
茶

に
は
庶
民
的
な
ユ
ー
モ
ア
と
リ
ズ
ム

が
あ
り
、
そ
の
個
性
が
よ
く
出
て
い

る
句
で
あ
る
。

讃
岐
の
文
学
碑
め
ぐ
り

⑮

一
茶
の
西
国
行
脚
の
拠
点
と
な
っ
た
専
念
寺
（
観
音
寺
市
）

あ

ん

ぎ

ゃ

小
林
一
茶
（
一
七
六
三
～
一
八
二
七
）

そ
の
二

文･

写
真

深
沢

雨
根

金
毘
羅
の
句
碑

頑
張
っ
て
ま
す
民
青
同
盟


